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令和７年度（２０２５年度）第４回教育委員会（７月定例会）議事録 

 

１ 日時   令和７年（２０２５年）７月１日（火） 

午前９時３０分から 

 

２ 場所    教育委員会室（県庁行政棟新館７階） 

 

３ 出席者   教育長             越猪 浩樹 

       委員              木之内 均 

委員              田口 浩継 

委員              西山 忠彦 

委員              三渕 浩 

委員              園田 恭子 

                   

４ 議事等 

（１）議案 

議案第１号 令和８年度(２０２６年度)県立高等学校生徒募集定員につい

て 

議案第２号 熊本県立美術館協議会委員の任命及び解職について   

議案第３号 熊本県社会教育委員の委嘱及び解職について 

議案第４号 教職員の懲戒処分について 

 

（２）報告 

報告（１） 熊本県教育委員会の点検及び評価について 

報告（２） 令和８年度(２０２６年度)熊本県立ゆうあい中学校入学者募

集について 

 

５ 会議の概要  

（１） 開会（９:３０） 

   教育長が開会を宣言した。 

（２）会議の公開・非公開の決定 

教育長の発議により、議案第２号から議案第４号は人事案件のため非公開と

した。 

（３）議事日程の決定 

教育長の発議により、議案第１号、報告（１）及び報告（２）を公開で審

議し、非公開で議案第２号から議案第４号を審議した。 

（４）議事 

 〇議案第１号 「令和８年度(２０２６年度)県立高等学校生徒募集定員につい

て」 

高校教育課長 

  それでは、議案第１号「令和８年度（２０２６年度）県立高等学校生徒募集定

員について」説明いたします。 

提案理由については、熊本県教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する

規則第２条第１項第１４号及び熊本県立高等学校学則第４条第２項の規定に基づ

き、教育委員会で定める必要があるためです。 



2 

 

  ２ページの（別紙）を御覧ください。令和８年度の全日制高等学校、定時制高

等学校及び高等学校専攻科の生徒募集定員は、本年度と変更ありません。 

また、本議案について決定いただいた後は、８月下旬の私立高校及び熊本市立

高校の募集定員公表に合わせて、県立高校についても、全ての高校の生徒募集定

員を報道機関に提供する予定です。 

  以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

教育長 

  ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

教育長 

  それではこの件については、原案とおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

  次に移ります。 

 

 〇報告（１） 「熊本県教育委員会の点検及び評価について」 

教育政策課長 

  教育政策課です。報告（１）「熊本県教育委員会の点検及び評価について」で

す。 

   本件については、今回の定例教育委員会で素案を報告し、委員の皆様の御意見

をいただいた後、「検討・推進委員会」において有識者から意見聴取のうえ、来

月の定例教育委員会に改めて議案として提出し、御審議いただくこととしており

ます。 

 報告書本体は、資料 11ページ以下のとおりですが、本日は、「熊本県教育委員

会の点検及び評価報告書概要」に沿って説明させていただきます。 

 ３ページを御覧ください。１の「報告書について」です。教育行政の効果的な

推進及び県民への説明を目的に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

の規定に基づき、点検及び評価を実施しました。 

２の「報告書第１部 教育委員会の活動状況」です。定例会の開催や学校等訪

問、学校行事への出席等の活動状況等について記載しています。 

３の報告書第２部「第４期熊本県教育振興基本計画」に関連する教育施策の実

施状況です。 

教育施策の実施状況について、第４期熊本県教育振興基本計画に沿って、昨年

度の取組状況を整理しました。第４期計画では、全部で３２の指標を設けていま

す。指標には計画策定時の現状値がないもの等がございますが、計画策定時との

比較が可能な２４の指標について、策定時から改善した指標は１８指標、横ばい

は１指標、悪化した指標は５指標となっております。なお、個別の指標の動向に

ついては、４～６ページに掲載しております。引き続き、目標達成に向け、課題

への対応を進めて参ります。 

 ４の今後のスケジュールです。先ほども申し上げましたが、７月１８日に有識

者からの意見聴取を行った後、８月定例教育委員会で最終評価をいただき、その

後、９月定例県議会に報告、県ホームページにおいて公表を予定しております。 

７ページを御覧ください。令和６年度の主な取組と課題・今後の方向性につい

て、１０の基本的方向性に沿って御説明します。 

まず「基本的方向性１ 家庭・地域の教育力向上」です。 

就学前施設における「親の学び」講座の普及を図るため、「親の学び」推進園
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を指定し、推進園を核に講座の普及を図りました。今後、実施率向上に向け、連

携協定を基盤に推進園の指定増加を図り、また、確実な講座実施に努めて参りま

す。 

幼保小の連携・接続に向け、取組をまとめた「くまもとスタンダード」の改定

周知、幼児教育スーパーバイザーの派遣等を行いました。引き続き、スーパーバ

イザー派遣や「くまもとスタンダード」等を活用した取組の充実を図って参りま

す。 

 次に、「基本的方向性２：安全・安心に過ごせる学校づくり」です。 

いじめへの対応として各学校が配置した情報集約担当者向け研修を実施したほ

か、スクールロイヤーの活用を図りました。また、県立学校において「いじめ匿

名連絡サイト（スクールサイン）」を運用し、生徒への周知徹底を行いました。

今後も、児童生徒が安心して学校に相談できる体制の構築・充実、援助希求能力

の育成に取り組んで参ります。 

不登校児童生徒への支援については、スクールカウンセラー、スクールソーシ

ャルワーカーなどの専門家と連携した早期支援の充実、校内教育支援センターの

設置促進を図りました。今後も、欠席１０日に達する前に学校内外の専門機関と

連携し、支援をつなぐ「愛の１・２・３運動＋１」の取組の更なる推進を図ると

ともに、市町村教育委員会が校内教育支援センターを新たに設置する際の支援員

配置に対する補助を実施します。 

次に、「基本的方向性３：確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成」です。 

学力向上アドバイザー配置やスクールアシストによる学校や教員への伴走型支

援、スーパーティーチャーの活用、わくわくサークル等による授業力向上の取組

を充実させました。引き続き、教員が学びの主体となる研修等の充実を図り、教

員の授業力向上に取り組んで参ります。 

県学力・学習状況調査については、児童生徒一人一人応じた学習プリントの提

供など、調査実施後の課題克服の取組を充実させました。今後も、児童生徒一人

一人に応じた対策の徹底を図り、誰一人取り残さない学びの保障に取り組んで参

ります。 

８ページを御覧ください。 

各県立高校においてＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）指定校や学力

向上研究指定校の取組の普及を行い、学校訪問等の機会を通じて、指導・助言を

行いました。全ての教科・科目において、探究的な学びの充実を図ることができ

るよう、引き続き、普及に向けた指導・助言を実施します。 

体力テストの結果分析を踏まえ、体力向上に係る取組事例集を作成し、各学校

に配布したほか、体育の授業をはじめ教育活動全体においてＰＤＣＡサイクルに

よる体力向上の取組が実施されるよう、指導しました。今後とも、子どもたちの

体力向上、運動の日常化・習慣化を図るため、好事例の発信や指導・助言を行っ

て参ります。 

次に、「基本的方向性４：障がいや多様な教育的ニーズに応える」です。 

誰もが的確に学びの場を検討・判断することができる共通の考え方・仕組みと

して、補助資料の（案）を作成し、モデル地域における試用・評価を行いました。

今後、より適切な学びの選択に向け、市町村教育委員会をサポートする就学支援

アドバイザーの活用促進や学びの場の選択に有用な情報提供を行って参ります。 

通常の学級を担当する教員を対象に、令和７年度からの研修開始に向け、研修

プログラムの開発を行いました。今後も、特別な教育支援が必要な児童生徒に対
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する指導の工夫や合理的配慮に係る研修を実施し、指導力向上へつなげて参りま

す。 

日本語指導が必要な児童生徒への支援について、日本語指導の充実に向けた指

導者の育成、相談窓口の設置、日本語指導員の養成・派遣等を実施しました。今

後も、教員や日本語指導員の研修機会を確保するとともに、受入れ体制や支援の

充実を図って参ります。 

次に、「基本的方向性５：キャリア教育の充実、グローバル人材の育成」です。 

地域と連携し、県立高校（全日制）のうち５７.７%の高校でキャリア教育に関

するカリキュラム刷新に取り組んだほか、マイスターハイスクール事業や半導体

関連人材育成事業を実施しました。今後、マイスターハイスクールを基軸とした

キャリア教育の推進を後押しするととともに、生徒・教職員の半導体産業に対す

る理解や興味関心を向上させ、県産業を支える人材育成、ＵＩＪターンにつなが

る取組を推進して参ります。 

学校訪問及び教員向け研修による教員の指導力向上、英語による発信力強化を

目的とした生徒向けのワークショップを実施し、生徒の英語力向上に取り組みま

した。ＣＥＦＲ Ａ2 レベルの英語力を有する生徒を増やすため、引き続き、学校

訪問等を実施し、授業改善のための指導・助言を実施します。 

９ページを御覧ください。英語外部検定試験受験料に係る市町村への補助や非

課税世帯への受験料補助を実施しました。引き続き外部検定試験への挑戦を支援

するとともに、児童生徒の英語力向上に向けた教員研修等の充実を図ります。 

次に、「基本的方向性６：魅力ある学校づくり」です。 

熊本スーパーハイスクール構想に基づき、４５校４８課程を県指定事業化した

ほか、「第３回 県立高校学びの祭典」を開催するなど、あり方提言を踏まえた県

立高校魅力化の１４の取組を推進しました。今後も県立高校あり方検討会からの

提言を踏まえた新たな基本方針等を策定し、魅力化に向けた取組を実施して参り

ます。 

次に、「基本的方向性７：子供たちの学びを支える環境づくり」です。 

教員の人材確保を図るため、大学訪問やＹｏｕＴｕｂｅ等による広報活動等を

とおして本県教員の魅力を発信しました。今後、県内外の大学訪問や大学等との

連携強化を図り、教員確保につなげて参ります。 

教職員に求める資質育成のため、各種研修を工夫・改善し、有用感の高い研修

を実施しました。引き続き、教育課題の変化に対応し、教師の自走を支える研修

の実施を通じて、資質・能力と指導力の向上を図ります。 

働き方改革推進のため、民間コンサルタントによるモデル学校の働き方改革に

係る阻害要因調査を行い、働き方改革支援アドバイザーを派遣したほか、文書事

務のＲＰＡ化ソフトを導入し、デジタル化・ペーパーレス化による校務効率化を

推進しました。今後、学校業務改善ハンドブック及び事例集の活用、校務支援シ

ステムの見直しや各種システム・ＩＣＴの活用等により、更なる校務の効率化を

推進して参ります。 

１人１台端末の更新について、共同調達等により更新を行いました。今後も、

計画的かつ適切に進めることにより、１人１台端末の環境を確保して参ります。 

経済的理由により修学困難な高校生等を支援するため、育英資金を貸与し、ま

た、低所得世帯に属する高校生等の教育費負担軽減のため、給付金を支給しまし

た。育英資金は返還が困難となる者がいるため、返還の仕組みを含め、制度周知

を継続して参ります。また、入学費用等を緊急に必要とする低所得世帯もあり、
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新入生に対する早期給付を引き続き実施して参ります。 

次に、「基本的方向性８：文化・スポーツの振興と生涯学習の推進」です。 

古墳館では、定期体験教室、移動体験教室、来館しての体験活動等を実施しま

した。体験活動の要望に応えるため、継続して取組を進めて参ります。 

１０ページを御覧ください。 

県立美術館では、展覧会や体験型ワークショップ等の実施、鑑賞ツール「熊本

県立美術館アートカード」の周知、美術館の魅力発信を行いました。今後も、コ

レクション展の充実、魅力ある展覧会の開催、体験型ワークショップ等の教育普

及事業を強化するほか、鑑賞ツール「熊本県立美術館アートカード」の活用しや

すい環境づくりに取り組みます。 

「細川・美術館コレクション展」開催による永青文庫の重要文化財等の名品の

紹介や横山大観《雲去来》の修復を実施しました。今後もコレクション展を開催

し、永青文庫所蔵の細川家文書や宮本武蔵関係の新出資料などを紹介して参りま

す。《雲去来》については、令和７年度の修復完了に向け、引き続き修復を行い、

令和８年度のコレクションでの公開を予定しています。 

県立図書館では、貴重資料のデジタル化に継続して取り組むとともに、「くま

もとデジタルギャラリー」の充実を図りました。今後、肥後藩絵図のデジタル化

など活用の場が更に広がる取組を行います。 

総合型地域スポーツクラブの育成及び支援に向け、関係機関と連携し、指導者

育成や巡回指導訪問、クラブ間交流事業の推進等、取組を充実させました。今後

とも、総合型地域スポーツクラブの更なる充実を図るため、指導者の育成、活動

内容の充実のための取組を進めて参ります。 

国民スポーツ大会での目標達成に向け、各競技団体と連携した競技力向上に係

る研修会を実施しました。引き続き、各競技団体の目標達成に向けた現状分析や

強化対策等への更なる支援の充実を図ります。 

次に、「方向性９：災害からの復旧・復興」です。令和２年７月豪雨で被災し

た文化財は、復旧対象４２件のうち３８件が復旧しました。引き続き、文化財の

災害復旧を進めて参ります。 

最後に、「方向性１０：子供からの意見聴取」です。第４期熊本県教育振興基

本計画の策定に当たり、熊本県内の子供たちを対象としたアンケート調査を実施

し、回答の傾向を踏まえ、計画に反映しました。子供からの意見聴取については、

計画策定時だけでなく、必要に応じ、計画評価段階での実施も検討して参ります。 

事務局からの説明は以上です。 

教育長 

  ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

西山委員 

点検評価報告書について異議はありませんが、教育委員会として取組の方向性

を示したり、取組を外部にアピールしたりするために、広報は非常に大事だと思

います。２０ページの教育委員会の活動状況のうち、②熊本県教育委員会ホーム

ページの部分で、分かりやすくスピーディーに提供したと記載がありますが、是

非そのように取り組んでいただきたいと思っております。 

広報について質問です。県のホームページは、アクセス数が約２８万件だった

とのことですが、各ページから送れる問合せメールについて、全体の件数は把握

していますか。 

教育政策課長 
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問合せメールに関しては、個別に各所属へ送られているものもあるため、集約

した数字は手元にありません。 

西山委員 

私も問合せメールを３件ほど送りましたが、レスポンスがあった課とない課が

ありました。レスポンスがない課へお尋ねしましたが、届いてないとのことでし

た。問合せメールは、教育委員会のホームページあるいは活動に対してのユーザ

ー側からみた意見であるため、非常にヒントになるものと思います。返事は現状

説明などでも良いので、問合せメール担当所属をはっきりさせてほしいというこ

とをお願いしたいです。また、問合せメールについては、課長や局長等へＣＣで

届くようにしたほうが良いのではないでしょうか。いろいろな意見を聞きながら、

ホームページもブラッシュアップしていくのではないかと思っています。 

  もう 1 点、ホームページに掲載されている資料には、ＱＲコードが掲載されて

いますが、ＱＲコードは、パソコンでは読み取りができないので、ＵＲＬを併記

するようお願いをしました。ＵＲＬの併記を標準化すると回答いただいています。

問合せメールについても、教育委員会全体で標準化をしていただきたいと思いま

す。 

教育政策課長 

  まず、問合せメールのうち、一部が届いてなかったとのことで、現状を確認し

漏れがないよう対応させていただきます。また、直接、管理職に届く仕組につい

て御意見をいただきましたが、県民の声は非常に大事だと思いますので、各課で

しっかり受けとめられる方策について検討したいと思います。ＱＲコードについ

ては、どのような環境下においても、県民をはじめ利用者の方が円滑に情報にア

クセスできるという点が非常に大事だと思います。御意見いただいたＵＲＬ自体

の記載、またＱＲコード自体にハイパーリンクを設定し、クリックすると直接ペ

ージに移動できるようにする等、どの端末からでも目的の情報に到達しやすいよ

うなホームページ、また資料の掲載の仕方などについて、各所属においてもしっ

かり取り組んで参りたいと思います。 

西山委員 

ありがとうございます。もう１点、２０ページに記載の教育センターの教育情

報システム「ＣｏＬａＳ（コーラス）」について、対象は児童生徒、教師、保護

者に向けとのことですが、熊本県や教育委員会で検索しても出てこない。非常に

クローズなホームページのように思われますので、保護者や児童生徒等を対象に

しているのであれば、熊本県や教育委員会のホームページで検索するとヒットす

るような仕組にしていただきたいです。 

教育長 

他に何かありますか。 

三渕委員 

基本的方向性１０に子どもからの意見聴取が加えられていて、非常に良いと思

います。子どもからの意見聴取については、最近こども家庭庁が、大きなテーマ

として取り組んでいるため、計画の中でも重要であると思います。不登校やいじ

めの問題についても、子どもの意見を聞くことが大事であると感じています。た

だ、これに関しては、指標の記載がないようですが、どのように考えていますか。 

教育政策課長 

まず指標については、教育振興基本計画策定時の議論の中で、これ自体に指標

を設けるのは馴染まないものであるという整理で、具体的な指標は設定していま
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せん。一方で、委員から御指摘がありましたように、子どもからの意見聴取とい

う観点は、子ども政策としての側面を持つ教育政策を実施するうえで、非常に大

事なことだと認識し、基本計画にも定めているところです。計画策定時には、子

どもへのアンケートを実施し、点検評価の段階でどういう方策をとるかについて

は現在検討中です。子供たちにあまり大きな負担、回答負荷がかかりすぎること

がなく、かつ、子どもたちの意見を適切に捉えられるよう、計画途中でも施策の

改善につながるような仕組にしていきたいと思っております。 

三渕委員 

アンケート回答者の年齢によっても意見が全然違うだろうし、アンケートだけ

ではなかなか分からないこともあると思います。最近、自分の意見を言わなくな

っている子どもたちが増えているように感じているため、子どもからの意見聴取

は大事であるものの、非常に難しいことであると思います。アンケートで全員に

聞くという方法にこだわらなくても良いので、計画立てて取り組んでいいただく

ようお願いしたいなと思います。 

木之内委員 

基本的方向性４の３つ目、日本語指導が必要な児童生徒のうち学校において特

別な配慮に基づく指導を受けている者の割合について、少しパーセンテージが下

がっていますが、これは、外国から来る人が増えたことによって追いついてない

のか、それとも違った要因で下がっているのでしょうか。日本語指導が必要な児

童生徒に対する指導について、どのように検討しているか、教えていただけたら

と思います。 

義務教育課長 

  日本語指導についてですが、人数が増えており対応が必要な市町村が増えてい

ること、また、十分に対応できてない市町村もあるということだと捉えています。

対応として、今年度は日本語指導について研究する地域を指定し、そのノウハウ

を他の市町村に横展開していくという形で、どこでも対応できるよう、体制づく

りをしていきたいと考えております。 

木之内委員 

今後、日本語指導が必要な児童生徒はまだまだ増えると思われるため、是非、

積極的な対応をお願いできたらと思います。 

田口委員 

資料の５、６ページの基本的方向性の７で、いくつかの項目で下がっていると

ころがあります。誤差の範囲と言ってしまえばそうかもしれませんですが、やは

り少しでも伸びていくべきだと思います。下がっている指標がいくつかあるよう

ですが、なぜ落ちているのか、今後どのような具体的な対策を考えているのか、

お聞かせいただければと思います。 

教育長 

資料の５、６ページで下がっているところですね。例えば、基本的方向性７で

いきますと、ＩＣＴを活用した校務の効率化の優良事例を十分に取り入れている

学校の割合の指標で、小・中学校で下がっているなど、全般的なことでしょうか。 

田口委員 

そこもですし、その下の１人１台端末を授業でほぼ毎日活用している学校の割

合も、中学校で下がっています。その下の、児童生徒が自分の特性や理解度・進

度に合わせて課題に取り組む場面で１人１台端末を使用（週３回以上）させてい

る学校の割合も、中学校が下がっているというのが気になりました。 
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教育長 

はい。では全般的によろしいですか。 

教育政策課長 

 まず、ＩＣＴの活用率に関してですが、要因や実像に着目し、そもそもの回答

の仕方や、回答の際にどのような点を踏まえて回答しているかなどを掘り下げて

いかなければならないと思います。指標の一部は、学校基本調査などのアンケー

トの結果を数値として抽出しており、どの学校がどのように回答したのかを調べ

ることができる状況であるため、例えば、先程説明した民間コンサルタントによ

る働き方改革に係る阻害要因調査等で、どのような点で困っているのか、校務の

効率化に使われていない場合はどのような状況であるのかを、具体的に明らかに

していきたいと思っています。また、端末の活用率などについても、中学校だけ

数値が下がるっていう点にどのような特性があるのかをしっかりヒアリングし、

好事例の普及や学校の規模、抱える問題に応じたきめ細かい対応をして参りたい

と思います。 

教育長 

よろしくお願いします。関連して指標が下がっているところについて、何か考

えやコメントがあれば、発言していただきたいと思います。６ページであれば、

基本的方向性の８の２つ目。スポーツ実施率、１回３０分以上運動する割合。な

かなか難しいところもあるかと思いますが、この指標についてはどのように捉え

ていますか。 

体育保健課長 

  目標値については、国が示している目標値７０％と同じ数値をここでも設定し

ています。５７．３％の策定時から若干下がっていますが、数値を上げるための

具体的な取組としては、県内に６８ある総合型スポーツクラブで、高齢者から子

どもたちに多種多様なスポーツを経験してもらい、週１回の３０分以上の運動に

つなげるような取組を進めております。また、県の直営事業として、スポーツの

日に「ふれあいスポーツ」を実施し、スポーツに取り組むきっかけづくりを行っ

ています。現在３，０００人の参加者を５，０００人に増やすことを目標に、企

業の力も借りながら取組を行っています。さらに、もう１歩踏み込んだ取組が必

要であると思い、例えば、阿蘇中央高校が、熊本保健科学大学と連携して、高齢

者の健康診断など高齢者の健康への意識を高めるような取組を行っています。高

校や大学と連携をしながら、取組を広げていくことも検討しているところです。 

田口委員 

  ありがとうございました。もう１つお尋ねしたいのですが、Ｗｅｂページ、ホ

ームページについての言及がありましたが、ＳＮＳの利用も教育委員会として考

えていくべきと思っています。熊本県では教員採用試験等の情報提供については、

率先して実施しているようですが、それ以外で、Ｘ（旧ツイッター）、フェイス

ブックなどを活用した県民に近い形での情報発信について、どのように考えてい

るか教えてください。検索したら、東京都や千葉県は、悩み事・相談もＳＮＳで

受付をしているようです。そのような予定があるかも含め教えてください。 

教育政策課長 

  各課それぞれでＳＮＳの活用に取り組んでいるところもあり、網羅的ではない

ですが、例えば、高校の魅力化に関しては、Ｉｎｓｔａｇｒａｍで発信していま

すし、文化財関係に関してもＳＮＳを通じた県民への情報発信などを行っている

ところです。委員が例に挙げられた相談窓口でいいますと、知事部局側で子ども
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の相談に関するＳＮＳの仕組を設けているところもあります。県教育委員会とし

てはそれ以外のホットラインで電話での相談を受け付けるなど、全体としてはＳ

ＮＳを通じて子どもたちの相談に乗れるような形になっています。県全体でどの

ような相談窓口があるかということを、子どもや保護者へ周知していくとともに、

既に活用している部分については、より活用の度合いを高めていくことができる

よう、発信方法の工夫をしていきます。 

教育長 

他に何かありますか。 

園田委員 

話を戻しますが、基本的方向性８のスポーツ実施率が下がっているのが私も気

になります。部活動の地域移行がさらに進んでいくと、確実に子どもたちの運動

量が下がっていくと思います。小学校で部活動が地域移行されてから、小学生の

間で自分の居場所がなくなったなどの声も聞かれます。子どもたちは、スポーツ

をとおして学ぶことがものすごく多い。自分の居場所だったり自分らしさだった

り、友達との関係性・距離など、体力はもちろん、スポーツをとおして心が大き

く成長するかと思いますので、これまで以上に対策を進めていただければと思い

ます。よろしくお願いします。 

体育保健課長 

体力は全国的に低下傾向にあって、小学校の部活動を地域移行したことが１つ

の要因かもしれませんが、それだけではないと思っています。部活動にはスポー

ツと文化がありますが、体力を維持するために、学校では授業と部活動がその役

割を担っていると思います。体力向上については、もう１歩踏み込んで、体力測

定の数値を上げることだけでなく、スポーツが好き、体育が好きといった子ども

たちを増やす取組を今年度から新たにスタートしました。好きな子どもたちが増

えていけば、自然に体力も上がっていくのではないかと感じております。とはい

え、中学校部活動の地域移行が進んでいますので、保護者はとても不安に感じて

いる現状があります。今朝の新聞にも載っていましたけれども、国においても、

今年の１２月頃に今後の方針を示すと言っています。それを踏まえて、県の方針

を決定していきたいと思います。地域移行する上では、様々な課題がありますが、

民間の力を借りながら、いろいろな方の話を聞きながら、子どもたちがわくわく

するような地域移行を進めていきたいと思っています。先日、子どもたちがわく

わくするような取組について小山薫堂さんと意見交換を行ったところです。いた

だいた御意見を踏まえ、子どもたちの居場所づくりという観点からも、文化部活

動も含めた部活動の地域移行を進めていきたいと思います。 

園田委員 

体育の授業等で子どもたちの体力はつくと思いますが、私は、やはり子どもの

居場所づくりを重視しています。それは、基本的方向性の７にも通じると思いま

すが、子どもたちが学ぶ環境を支える環境づくりにもつながってくると思います。

子どもたちのベースとなる居場所、語り場などを、子どもたちがいつでも行ける

ような場所を作るなど、スポーツだけではなく別の受け皿となる場所も同時に考

えていただければと思います。 

教育長 

他に何かありますか。この件についてはよろしいでしょうか。 

（委員了承） 

教育長 
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それでは、次に移ります。 

 

〇報告（２） 「令和８年度(２０２６年度)熊本県立ゆうあい中学校入学者募集

について」 

義務教育課長 

  義務教育課です。「令和８年度（２０２６年度）熊本県立ゆうあい中学校入学

者募集」について御報告いたします。資料を御覧ください。 

１の「入学者の募集について」は、面接の結果及びその他必要な書類を資料と

して、入学資格を総合的に判断して行います。 

２の「入学資格」は、（１）から（３）の条件を全て満たしている者とし、中

学校・高等学校・大学などに在学中でない者としています。 

３の「募集人員」は、１学年２０人程度とし、２，３学年時からの入学を希望

する場合は入学希望者面談時に決定としています。 

４の「通学区域」は、熊本県立中学校の通学区域に関する規則により、熊本県

下全域としております。 

５の「入学までの手順」は、（１）から（３）の手順で行います。体験授業会

・体験入学について、※印の部分が昨年度から加わっております。この部分は、

新たに設定したということではなく、これまでも実際に行っていたことを明文化

したものです。 

６の「入学決定」は、入学許可通知書の発送をもって決定とします。 

７の「入学者募集の日程」についてですが、募集期間を令和７年７月２５日か

ら令和８年１月３０日とし、入学許可通知を令和８年２月１６日から２月２７日

としています。募集開始を最初の入学希望者説明会に合わせ、昨年度より３か月

程度早く設定しております。また、この募集期間以外にも随時受付を行います。 

  ８の「その他」として、入学希望者説明会、体験授業会についての日程を設定

しています。広く周知するため、昨年度はなかった第３回を設定しております。

これらはゆうあい中学校だけでなく、県下の各会場で実施予定です。 

以上で報告を終わります。 

三渕委員 

  質問ではないのですが、最初のときにかなり御高齢の方が入学されたと記憶し

ていますが、その方の現状はどうなのでしょうか。年齢的にいろいろな持病もあ

られるのかと思って、個人的には少し心配したのですが。 

義務教育課長 

  この前も授業の様子を見に行かせていただきましたけれども、御高齢の方も年

齢にかかわらず、若い生徒さんたちとも一緒になって、仲良く授業を受けられて

いました。特に授業等で困られていることはなかったと聞いております。ただ、

健康診断では、他の学校にはない病気というか、高齢だからかかる病気等がいろ

いろとありますねということを、学校医の先生から校長先生にお話があったとい

うことは伺っております。 

三渕委員 

  健康診断のいわゆる検査データとかを提出をしていただいたりされるのでしょ

うか。 

義務教育課長 

義務教育課には特に提出はなく、学校の中で処理をしていただいております。 

西山委員 
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  この入学者募集については、異議はありませんが、ゆうあい中学校の運営状況

の説明がほしいです。例えば県外に勉強に行かせていただくと、学生の人数、年

齢構成、通学方法等、きめ細かく報告があります。ゆうあい中学校の運営状況も

一度御説明いただければと思います。ゆうあい中学校ができて非常に良かったと

いうイメージはあるので、成り立ちからその後の情報、今のお話も含めて、どの

ように運営されているのか、年齢構成もですが、国籍も含めて、今どのようにゆ

うあい中学校が運営できていて、その上で今年の募集は２０名で、このように進

めていくという御説明をしていただくと、大変ありがたいです。資料等あれば、

また教えていただければありがたいと思います。 

義務教育課長 

   そこについては、十分配慮ができておりませんでした。学校の概要等について

は、学校が作成しているものもあるので、それも含めて、今の活動状況を報告さ

せていただきたいと思います。 

田口委員 

以前スタートする前に希望調査を取られたと思います。天草等遠方からの希望 

者があり、遠隔での授業を聞くことはできるが、卒業はできないということもあ

ったと思います。できればサテライト等について、これまでと何か変化があるの

か、今後どのようにしていこうとされているのかについても、次回で結構ですの

で併せて教えていただければと思います。 

義務教育課長 

分かりました。それについては、今後御説明できればと思います。 

教育長 

他にございませんか。 

田口議員 

次の希望者が多かった場合、定員をオーバーしても取られる予定なのでしょう 

か。これは入試に関係しますし、教えていただいてよろしいでしょうか。 

義務教育課長 

  募集人数は２０人程度ということで、２０人以内ということではありませんの

で、その状況に応じて対応していきたいと考えております。 

教育長 

他にございませんか。 

園田委員 

  入学募集の広報について教えてください。 

義務教育課長 

  入学者募集のチラシを作成しておりますので、公共施設等にも配りながら、広 

報しております。 

園田委員 

テレビ等の活用は考えていらっしゃらないのでしょうか。 

義務教育課長 

今後検討して参りたいと思います。 

教育長 

  この件については、よろしいでしょうか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 
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※ここで、非公開議案を審議するため、教育長が傍聴人等の退室を指示した。 

 

教育長 

ありがとうございました。 

引き続きよろしくお願いします。 

  

６ 次回開催日 

  教育長が、次回の定例教育委員会は令和７年（２０２５年）８月５日（火）教

育委員会室で開催することを確認した。開催時間は、午前９時３０分から。 

 

７ 閉 会 

  教育長が閉会を宣言した。午前１１時５０分。 

 


